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【手続補正書】
【提出日】令和1年7月25日(2019.7.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリオレフィン多孔質フィルムを含む非水電解液二次電池用セパレータと、非水電解液
と、を備え、
　前記ポリオレフィン多孔質フィルムは、ブロッキング試験にて測定される剥離強度が０
．２Ｎ以上であり、
　前記ポリオレフィン多孔質フィルムは、前記ブロッキング試験前の突刺強度に対する、
前記ブロッキング試験後の突刺強度の変化率が１５％以下であり、
　前記非水電解液は、下記式（Ａ）で表されるイオン電導度低下率Ｌが１．０％以上、６
．０％以下である添加剤を０．５ｐｐｍ以上、３００ｐｐｍ以下含有する、非水電解液二
次電池。
　Ｌ＝（ＬＡ－ＬＢ）／ＬＡ・・・（Ａ）
（式（Ａ）中、ＬＡは、エチレンカーボネート／エチルメチルカーボネート／ジエチルカ
ーボネート＝３／５／２（体積比）の割合で含む混合溶媒に、ＬｉＰＦ６の濃度が１ｍｏ
ｌ／ＬとなるようにＬｉＰＦ６を溶解させた参照用電解液のイオン電導度（ｍＳ／ｃｍ）
を表し、
　ＬＢは、前記参照用電解液に、添加剤を１．０重量％溶解させた電解液のイオン電導度
（ｍＳ／ｃｍ）を表す。
　前記ブロッキング試験は、８０ｍｍ×８０ｍｍの２枚の前記ポリオレフィン多孔質フィ
ルムを、１００ｍｍ×１００ｍｍの治具で挟み込み、３．５ｋｇの荷重をかけながら１３
３℃±１℃の雰囲気下で３０分静置した後、前記荷重を取り除き、室温まで冷却した後に
、２７ｍｍ×８０ｍｍの試験片に切り出し、当該試験片に対して１００ｍｍ／ｍｉｎの条
件で剥離強度を測定する試験である。）
【請求項２】
　前記非水電解液二次電池用セパレータが、前記ポリオレフィン多孔質フィルムの片面ま
たは両面に多孔質層が積層された積層セパレータであり、
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　前記多孔質層が、ポリオレフィン、（メタ）アクリレート系樹脂、ポリアミド系樹脂、
ポリエステル系樹脂および水溶性ポリマーからなる群より１種以上選択される樹脂を含む
、請求項１に記載の非水電解液二次電池。
【請求項３】
　前記ポリアミド系樹脂が、アラミド樹脂である、請求項２に記載の非水電解液二次電池
。
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